

























































































































































術館所蔵のオイノコエ inv. 149 は、奉納溝の儀礼で燃やされた結果、陶画の表面が摩耗し
ているが、12人の女性が棺台に寝かされた死者の男性を悼む場面が確認される。葬制上の
変化として、前 7世紀には、前 9世紀から見られた裕福な女性墓が消え、墓は少数の、上
層階級に属する男性のものに限定されていったとされている。さらに、この変化と同時に
副葬品が減り、墓の外側に設置する墓標や塚などの記念物が増加していった。本作に加え
て、現存する 2点のプロト・アッティカ式のプロテシス図においても、死者は男性、哀哭
者は女性であることが確認される。当該の、ケラメイコス出土の葬礼図は、 inv.149 の
オイノコエを含めて 3点と少なく、これらの作例の特徴を一般化することは困難である。
しかし、少なくとも作例全てにおいて死者は男性、哀哭者は女性、という特徴を示してい
ることが指摘できる。またこうした現象に並行して、本稿が考察してきた、葬礼における
神話表現の成立という側面を考慮する必要がある。すなわち、前 7世紀のアッティカにお
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いては、神話表現は墓の外に置く記念物に表され、他方旧来の葬礼図は、死者と密着した
奉納溝の儀礼において示されるようになったのである。 
 
本稿の目的は、プロト・アッティカ式陶器における神話表現の隆盛の背景を探ることで
あった。《エレウシスのアンフォラ》を始めとする、神話表現を有するプロト・アッティカ
式陶器の存在はよく知られている。しかしながら、これらの生き生きとした、試行錯誤段
階の神話表現は、誰のために、どのような目的のもとで制作されたのだろうか。この疑問
が本稿の出発点である。本稿の考察を通して明らかとなったのは、プロト・アッティカ式
陶器において神話が盛んに造形化された背景には、前 7世紀アッティカの社会変化が存在
したという点である。ポリス社会へと向かう変動期において、アッティカでは葬礼を営む
権利が上層階級に属する男性に独占されるようになった。同時に、墓は副葬品よりも記念
物を重視するようになり、上層階級の男性のための権威を示す場になっていったと考えら
れる。こうした変化と並行して、墓の重要な記念物である墓標陶器には、神話表現、とり
わけ英雄の活躍場面が表されるようになった。上層階級に属する人々にとって、神話上の
英雄と自己の繋がりを示す必要が生じ、神話・叙事詩主題、とりわけ敵と戦う英雄が葬礼
において造形化されたのではないだろうか。 
 
